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6月24日　中央公園
7月1日　天文館『そら猫』(猫のみ)
7月8日　中央公園

7月15日　マルヤガーデンズ７階

7月22日　中央公園
◎犬猫譲渡会は毎月下記予定で開催します。 

第１日曜日：天文館『そら猫』(猫のみ)
第2・第4日曜日：中央公園
第3日曜日：マルヤガーデンズ７階　  　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　  　

時間：午前10時～午後3時(変更有り)

   注）『そら猫』は午前11時半～午後6時

※譲渡会では、飼い主のいない猫(野良猫)の不妊手術、里親探し、地域猫についてのご相談を受け付けております。 
捕獲のむずかしい猫の場合、トラップケージ(捕獲機)の貸出をしております。

貸出をご希望の方は、事前にご連絡下さい。

０９０－８７６０－２０９２

（１０：００～２１：００）

会で行った不妊手術数：5,357匹(6/14現在)
２０１３年カレンダー・写真展「HAPPYだワン！HAPPYだニャン！」写真募集

【応募資格】　犬・猫を愛する全ての人
【申込方法】

以下の内容をメールで送って下さい。応募のメールの件名には必ずこのようにタイトルを入れて下さい。
件名：「カレンダー応募　犬○○　又は　猫○○」

例→「カレンダー応募　犬　ワン太」又は「カレンダー応募　猫　ニャン太」

応募者情報をお書き添え下さい。

①応募者氏名　②犬又は猫の性別・年令・名前
③住所：例「鹿児島市山下」　④わんこ・にゃんこから一言（20文字以内絵文字不可）

【画像について】

①応募は1匹につき画像1枚です。

②デジタルカメラの大きなサイズ(横型)で撮影してください。

　画像の修正や加工はご遠慮ください。                      
　注）携帯画像はサイズが小さいため不可とさせて頂きます。

③画像データはJPEG(拡張子：jpg)でお願いいたします。　    
【画像応募先】

 info@sora-neko.jp　　　応募を確認しましたら「カレンダー応募受付完了」メールをお送りします。

【応募期間】7月1日～8月31日

カレンダー掲載採用者には後日メールにて通知いたします。

· 応募写真は全て、今秋『猫と人のいやし処 そら猫』開催
「HAPPYだワン！HAPPYだニャン！」写真展　に展示致します。
　　展示写真には、わんこにゃんこからの一言と名前等を付記いたします。


· 賛助会員募集中：１口３０００円　(会員には隔月で会報をお送りします。)

入会申し込み書を郵送しますので、メールか電話にて当会までご連絡ください。
· ご寄付の入金をされた際は、差し支えなければお礼状をお送りいたしますのでメール　inuneko-kagoshima@po4.synapse.ne.jpか電話にて当会までご連絡ください。
不妊・去勢手術のメリットデメリット

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岩元動物病院　　　岩元レナ

わんちゃん　ねこちゃんを飼い始めたとき、元気で長生きして欲しいというのは　誰もが思うことです。

そこで　望まない妊娠を防ぐということ以外に、病気予防としての不妊、去勢手術についてお話したいと　思います。

女の子の手術は不妊手術といいます。

不妊手術とは全身麻酔をかけて開腹し、左右の卵巣と子宮、もしくは卵巣のみを摘出する手術です。

何歳でもできますが、生後６ケ月くらいで体調の良い時にするのがよいでしょう。

メリットとしては、子宮や卵巣にかかわる病気、例えば子宮蓄膿症、子宮内膜炎、卵巣腫瘍、乳腺腫瘍などの病気を予防することができます。

ただし　犬の乳腺腫瘍を予防するには、手術する時期が大切になります。

乳腺腫瘍の発症率についての報告です。

①初めての発情期の前に手術した場合・・・発症率0,5%

②初めての発情と二度目の発情の間・・・・・　　　　　8%

③2度目の発情の後　　　　　　　　　　　・・・・　　　　　26%

③だと4頭に1頭が乳腺腫瘍になってしまいますが、①だと200頭に1頭の発生率に抑えることが出来ます。

つぎに発情にともなうストレスがなくなります。

猫ですと、発情期は夜な夜な泣きわめいたりして、飼い主さんとしては夜寝れない状態になりますし、犬でも偽妊娠といって、妊娠していないのにおっぱいがでたり、といった状態になるのを防ぐことができます。

男の子の手術は去勢手術といいます。

去勢手術とは全身麻酔をかけて、皮膚を切開し左右の精巣を摘出するものです。

何歳でもできますが、女の子と同じく生後6ケ月くらいでするのがよいでしょう。

メリットとしては、精巣腫瘍、前立腺肥大、肛門周囲腺腫、会陰ヘルニアなどの病気を予防することができるということと、

尿マーキング、マウンティング、ほかのわんちゃん猫ちゃんとの喧嘩を減らすことができる。という点です。

ただし、メリットばかりというわけではありません。

不妊去勢手術どちらにもデメリットはあります。

全身麻酔で手術をしますので、麻酔のリスク、手術のリスクが必ずともないます。

また太りやすくなりますので、いわゆるメタボリックシンドロームで心臓に負担がかかったり、関節炎になりやすくなったりといった事態になってしまうこともあります。

術後は食事の量をはかって、しっかり食事管理をしましょう。メタボは飼い主さんの責任です。

デメリットがあるとはいえ、不妊去勢手術は望まない妊娠を防ぐことで不幸な子猫子犬を増やさず、病気の予防や問題行動を減らすことで、よりよい動物と人間との関係をつくることができます。

健康な動物でも、麻酔のリスクはあることをしっかり理解した上で、手術について考えてみてください。

念願の城山・多賀山の猫手術を終えて

NPO法人犬猫と共生できる社会をめざす会鹿児島

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　理事長　　　　杉木　和子

平成１１年会が発足して初めて保護したのが「城ちゃん」・「山ちゃん」と名付けた展望台付近の猫２匹と子猫達でした。それから城山の状況を知るにつけ、会の力不足を思い知らされ、城山は私達にとって鬼門とも言える足を踏み入れられない場所でした。
地元新聞で「観光地に相応しくない野良猫達は行政が処分すべき」との投書があるたびに、命の大切さや罪は捨てる人間にある事等訴えてきました。
先般鹿児島市が取り組む「地域猫」の一環として、「観光地」の猫にも着目していただき、手術料は鹿児島市と獣医の先生方が負担するので捕獲や術後のケアー等会に協力して欲しいとの願ってもないお話をいただきました。
このチャンスを生かしたいとの思いはあるものの、実際に始めるとなると様々な問題が予想されました。先ず実際捕獲するメンバーの経済的、肉体的な負担の多さ、もし術後元の場所に放せないような猫がいた場合の対処、そして出産後の母猫で育児中の子猫がいた場合・・・このチャンスは絶対に逃せないとはわかっていても多くのリスクを孕んでもいました。最後は会の予算として６０万円を覚悟し、子猫がいた場合の里親探しの費用も会で負担する事を決心しゴーサインを出しました。
寒さの中毎晩、何度も城山へ通い捕獲するメンバーの熱い思いに感動しつつ、鹿児島市が決断して下さったこの時期が、野良猫避妊には結果として最も適していた事を痛感しました。（妊娠・出産・育児中の猫が殆どいない事・夏と違い術後の感染等も比較的少ない事等）１１月末から６ヶ月で１２０匹を超える猫達を捕獲し手術しました。
子猫も１０匹程保護しました。また、新年度からは同じく捨て猫の多い観光地多賀山にも取り組み、７０匹程済ませました。
この間悪い意味で痛感したのが心無い餌やりさんの多さでした。集中的に手術を済ませ現在未手術はいない状況なので、今後新しく入りこんで来た猫について手術を御願いしても、結局実行される餌やりさんは皆無と言っていいほどです。
それどころか苦労して捕獲するメンバーに向かって「動物虐待だ。子猫が生まれるのを楽しみにしているのに・・」とか悪口雑言を吐かれる方も少なくないのです。
「自分の猫」と言われるのに、怪我をしていても、具合が悪くて動けない猫でも全く治療もせず、ただ餌をばらまいて周りの方々から非難を受けるとこそこそ行動し、結局被害を受けるのは猫達なのです。
今回実際に捕獲に当たったメンバー達がどれほど嫌な思いをした事か・・・しかしそれを上回る喜びもあるのです。この春生まれた子猫達は例年と比較して格段に減少しているはずです。生まれても自然の中で他の肉食動物に捕食されるだけの子猫達、過酷な状況の中で飢え、凍え、ずぶ濡れになって苦しみ死んで行く猫達。
そんな子達が今回の手術実行の成果で一匹でも少なくなる、それが何よりも私達には喜びです。願わくば餌やりさん達の一部でも手術の大切さを学び、変わってくださればと思います。
最後に協力して下さった獣医の先生方、そして地域猫の真の意味を理解し観光地の猫に適用して下さった鹿児島市の獣疫係の方々に心から感謝いたします。本当に有難うございました。




ご支援をお願いします。


賛助会員会費・寄付について・・・


※ＮＰＯ設立以前のワンワン会員・ニャンニャン会員の方は賛助会員となります。


当会では、不幸な犬猫を救う為に日々活動しておりますが、まだまだ地域社会の理解は十分ではありません。運営・活動資金も不足しております。多くの方に私達の活動をご理解頂き、ご支援くださいますよう心からお願いいたします。


会費：1口3000円から（何口でも可）


ご寄付も随時受け付けております。


 ◎フード・ペット用品のご寄付も受け付けております。事前にご連絡ください。�





会費・寄付金の振込先


・鹿児島銀行　本店　普通預金


口座番号 2362041


 特定非営利活動法人犬猫と共生


できる社会をめざす会鹿児島


・ゆうちょ銀行　


店番：788　店名：七八八（ﾅﾅﾊﾁﾊﾁ）


普通預金　口座番号0024674


特定非営利活動法人犬猫と共生


できる社会をめざす会鹿児島


・郵便振替　


記号：17890番号：246741


特定非営利活動法人犬猫と共生


できる社会をめざす会鹿児島





犬猫譲渡会・決定数


４月９日～４月１５日


成猫３匹


４月１６日～５月１３日


成猫１匹・子猫８匹


５月２０日


成猫１匹・子猫１匹


５月２１日～５月２７日


成猫４匹・子猫２匹・子犬４匹


５月２８日～６月１０日


成猫１匹・子猫１７匹・成犬２匹


６月１１日～６月１７日


成猫１匹・子猫５匹





これまでの合計譲渡数：３５８０匹


猫：２８０２匹


犬：　８２１匹




















鹿児島中央ロータリークラブ提唱


RCC：ロータリー地域社会共同隊　


http://www.dog-cat-kagoshima.org/














〒892-0816


鹿児島市山下町15-1


かごしま市民福祉プラザ内


メールボックス11番


TEL 090－8760－2092
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